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ローマの現実は古いもの （例えばコロ七ウム、 フォロ ・ロマ ーノ、 パンテオ ン、バチカン市国、

最高裁判所等 ）と、新 しいもの（例えば外務省、 オリンピック会場 ニユー ・ローマ） が混在して

いる。特に ヨー ロッパ随ーといわれる昭近代的な Tarmine stationは新旧の配置を充分に

取り入れた想物で多る。新しい痩物はアメリカ郡の・ カ窄い。それ以上妬市民のズク イルはア メ

リカナイスさ れている。

水の都veneziaを訪れた とき、幸か不幸か雨匠ふられ、 サン ・マル コ寺院とゴンドラの策観

は絵の如くで あった。 ここで ーも観光客が語がり、 自動車の波と定朋観光船の混娯には閉 口したo 寺

院広場妬高い塔が建ち、鳩が硯光客妬たかつていた。どこにでもある風景である。たゞ寺院の一角

に傍！恙館を取り囲んで恐物の売店が並んでいる。 この売店で巨ぼ しいものはな いかと物色していた

ら、人袖不明の人に「あなたは日本人か」と脚かれた。その音葉は今でも不思緞な くらい耳に残っ

ている。

竺巴よるイクリアの栽培景菌の｛クl]」tイタリアのアルプ叫1琥からロ ンバル ・；；ァ平原!'(かけ

て狼蚕業が発速している。更にこの地域は畑地の中妬水田稲作が分布する。畑地と水出が同地点に

存在い その区別は用水路t｛てよつている。水田稲作はポー川の水を泊漑していることがわかる。畑

地も灌漑妬よつて小麦、 ピート、 トマト、 プドウ、 トゥモロコ ンを栽培する

ポローニヤからフ ィレンツェ ・ローマ閻は果樹栽培が卓越し、 リンゴ ナッ モモ プドウが主

である。ポロ ーニヤから アペ ニンの山地や、 フィレンツ工南部の丘陵地帯はオリ ーヴが目立以 フ・

ドウ、 トウモココ・ン、牧草が問作されている。ボロ ーニャの北部地域は特に洋梨と桃と リンゴが中

心で、 ポー川の北側地域に移ると、果樹の集中栽培が尚減 し普通畑と混合する。妄するvcイクリア

北東部の果甜卓越地域はボローニヤ、 ポー川流域を中心 としたミラ ノ、 フィレンツ エ ヴエネツィ

アを結ぶ三角形の地域である。この土地利用はアルプス妬近ず くに従い小規模になり、やが てアル

プス的煎観に没人 してし市う。

都立葛飾商染託校 菊池 豊

5 .南 ドイツの むら

Augsburg を出発 し、中世の面彩をとどめるロマンティッユ ・シユトラ ーセヘ向う。

この地方はアルプス前地といつて、 アルプス山地とドナウ河谷との問匠あたり、北方に緩やかた

傾斜をもつ即東地帯でをる。アルプス氷河が残 した東西方向の堆石列と、 これ妬直角vc伸びる湖沼

との群が多 く見られ 、北へ向つている私造のバスは、 この堆石丘を一越え二越えと横切り湖沼を左

右妬見た がら進む。
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この地形のためだろうか、 ドイツ南部に はauとかp:au のついた地名が多く 、 これは ＂川や湖

の殴とり匠柳がある所 ’'という意味をもつそうだ。をたネッカ ー川がライン河に注 ぐ刃り匠斗l "小

さな川 ’'という意味のoachとついた抽名が多 い。 これ もやはり その地形か らだろ う。

バスは Donauw'o'rthと呼ばれる古い町で、 アルプスか ら流れ出てき たばかりのドナウ川を渡

る。全だ川幅は狭く水は怨つている。 「美 しき宵きドナウ」というが、 ここら辺の ドナ ウの水の色

は日妬よつて恋るそうだo 上流のアルプズ抽方の恩産 と岩石の成分沢関係あるらしい。

町を一歩出る となだらかな丘陵地が拡が り、整然 と区画された唸かな耕地は、 小安、甜菜、牧草

地な どに たつている。と ころどころ匠松蒼と した森林が茂り、 この よう な船村の中を進んで行〈と、

数Kmおき妬塊村vc出合 う。古ひた赤屋根をぎつしりit．ぺ、一塊 りに集つている姿は、何か換湮で

も見ているようだ。

道路のわき vcはケヽ ンや矢車草が色を添え、 よく見る と畑の中妬も点々と咲いている。 私送の目に

は柴 しく映る花も、 ここでは約草のひとつなのだろう。

道恥て沿つて十字架のキ リスト禄が多くなつた。 これはヨーロ ッパのどの国vcも見られたが、田

舎通のそれも 主厄分岐点にある とこ ろなど、 日本の道祖神死似ている。 しか し日本(/)よう なおだや

かな姿ではな く、 矢に刺された 1血みどろの姿は苦痛の様子をありありと衣 い 見ている私赤に もそ

の廂みや舌 しみが伝つてく るようだ。なぜこんな姿を立てているのだろうか。そういえは杓会や！専

物館で見た絵画や彫刻に しても、 このような残慮な姿が多かつたことが思い出される。

ま もなく N Ord.l i n g ~ n の町へはいつた。 城墜に囲充れた円形に近いこの町は、 良中に市椒広

場や教会があり、逍路や広場はすべて古い石鐙になつている。也物も みんな古びた急紐斜の赤賠根

で、 角の欠けた石柱などいたる ところ妬中肛の姿を残 している。

今妬もfit-＼れ落ちそう匠見えていた城壁妬登る と、荒れはててはいるが立派な石造 りで、内側妬は

7 0 ~ 8 0cmの追路があり、 側面には縦6.0 C叫賀40 cm位の穴が 2~ 3m;t;屯尻続いている。昔、

戦争の時、 ここから石や煉瓦を投げて戦つたのだろう。姫から端ま で歩いても 1Kmもないこの町

が、 自由都市と して生き ていく 為には、全住民がこの城壁に立つて戦わねばならなかつただろう。

そんな出を考えたり、町の形体を見ていると、 ここ妬は当然共同意諏が弥滋らざるを得なかつた

だろう と思われてきた。このこ とは農村や北 ドイツの古い都市、中部 イクリアの山上集落などから

も感じたことであった。

そ して この乱項 ョーロッ パの術底 した個人主義、 ひいては民主思想などもつながつているよう妬

思われ、廻 り歩いた先 で々その生活や人柄にふれるたび↓て、その土地の歴史 風士がいかvc人問の

生活、思想妬浸み込んでいるか、はつきり 見せ られた思いであった。

それから途中で見たキリス ト像の残虚さ、 日光浴を兼ねるだけで只かたづけられない犀外での食
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事な ど、• いろいろな面でのヨ ー ロツバと日 本の達い妬 採味を堂え、 今も なおその追憶に浸つ てい る o

学部 4年森永律子 、

6 . 西 ドイツの印 象

西ドイツの主な都市をまわってみて、、どの蔀市妬ついてもいえる こと は、一楳妬 アメ リカ抱の復

典をしているということである。ハンプルク、 ミユンヘン、 ポン、 ケルン等はその好例である。 し

かし汁’二次大戦の破填を

免れたノルトリンゲン（

中世の城郭都市） 、 ロー

テンプルグ（中世都市の

代表） 、 ハイデルベルク

（大学の町）等は往時の

姿をそのま〉残 してい る。

また特に印てついたと．

とは、 ピール、煙 草 石

油の広告と ともに、西ド

ィッ ＇距．とNATO'車の多

いことで ある。 これはオ

ランダ、 テンマ ークに見

られなかつたことで、 フ

ラン スでは GO HOME 

YANKEE./ が街角に張

り出され ている程である。

西ドイツは実に広い、そ

れは新大陸の比でないだ

ろうが、我が国から見れ

ば大きな差異である。西

ドイツ の主要作物は北ド

イツのピー ト、 ライ安、

ジャガイモ、中部高原の

西ド、1 ノ 都市名

巡険略 f文i [:） -1 リ-ペック
2 ハンブルク
る プレーメン
4 ミッテンヮル 1・

5 ミユンヘン
6 アウグスプルク
7 ノルトリンゲン
8 ローテンプルク
9 ハイデJしペレク
10 マンハイム
1 1 マインツ
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